




川崎病の患者は本邦においてすでに 2万人を越えた。その約 10%に冠動脈瘤がみられ,死亡

率は 1～2%で,死因の大部分は心疾患によるものである 1)2)。異常Ω波が心筋病変の重要な

表現の 1 つであることはよく知られている 3)。川崎病においても異常Ω波はみられるが,

臨床病理学的検討はいまだなされていない。 

本研究の目的は異常Ω波と心筋病変の対応を行うことによって,川崎病における異常Ω波

の意味を明らかにすることである。詳細については文献 4)を参照されたい。 


